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論文内容の要旨

本論文は，符号化の問題と復号化の問題を従来に比べより密接に捉えるという立場から，代数的誤り

訂正符号の符号化・復号化 i乙関する研究の成果をまとめたものであり，本文は 5 章から構成されている。

第 1 章は序論であり，代数的誤り訂正符号 i乙関する歴史的背景について述べ，本研究の意義を明確に

している。

第 2 章では， Reed -M ull er 符号の符号化および復号化について述べている。即ち，この符号を重畳

の手法を用いて再構成し，更に，連結符号の復号法について詳細な検討を行うことにより，この符号の

新しい復号法を提案している。更に，復号器の規模および復号時聞に関して従来の多数決論理復号法と

比較し，本復号法が実用上極めて有用であることを示している。

第 3 章では，ランダム誤り訂正符号のパースト誤り訂正能力および復合誤り訂正能力を明らかにして

いる。まず，巡回符号のパースト誤り訂正能力を調べるためのアルゴリズムを提案し，計算時間の点に

おいて優れていることを示している。続いて，巡回符号の復合誤り訂正能力を調べるために，このアノレ

ゴリズムを若干修正したアルゴリズムを与えている。乙れらのアルゴリズムを用いることにより，多数

の巡回符号についてパースト/複合誤り訂正能力を明らかにしている。更に，第 2 章で=述べた重畳Reed

Muller 符号 iこ基づく新しい複合誤り訂正符号を構成している白

第 4 章では，有限体上のフーリエ変換を用いることにより，周波数領域における拡大BCH 符号の構

成法を提案している o そして，本構成法により構成された符号の中に，従来知られていた最良符号を上

まわる符号が存在することを示している口更に，これらの符号を復号する際，従来より広い範囲の符号

長i乙対して，高速フーリエ変換アルゴリズムが適用可能であることを明らかにしている。
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第 5 章は結論であり，本研究の成果を総括して述べている。

論文の審査結果の要旨

代数的誤り訂正符号は，ディジタル通信系 iこ用いられている誤り訂正符号のなかでも主要な役割を演

じている。本論文は，高度の誤り訂正能力を持つ符号系について，その復号化を容易に実現する手法を

明らかにする立場から，代数的誤り訂正符号の符号化・復号化 i乙関する研究の成果をまとめたものであ

る。得られた主要な成果を要約すると次のようである。

(1) 符号語を多重 i乙連結する乙とによって構成できる連結符号に対して有効な復号法を提案している。

更にこの復号法をReed-Muller 符号の復号i乙適用した場合について考察し，その部分符号の最小距

離が 2 であるとき，復号時間が最も短かくなることを明らかにしている。

(2) 巡回符号のバースト誤り訂正能力を，新しいアルゴリズムを用いて明らかにしている。更に，単一

ランダム誤りとパースト誤りからなる複合誤りを訂正する符号の構成について考察し，必要な検査記

号数の下界式を導いている。

(3) 有限体上のフーリエ変換を用いた，拡大BCH符号の構成法について考察し，符号化法の新しい手

法を提案している。更にこの手法により，従来知られていた最良符号以外に，同等以上の能力を持つ

符号が存在することを明らかにし，その具体例を示している。

以上のように本論文は，代数的誤り訂正符号の符号化と復号化について，復号器の実現の立場から新

しい符号化，復号化の手法を明らかにし，また符号構成上の新しし、知見を得ているものであって，通信工学の発

展に寄与すると乙ろが多い。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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